
６
月
か
ら
津
島
市
国
保
特
定
健
診
・
後
期
 

高
齢
者
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す
 

（
健
康
診
査
個
別
健
診
の
ご
案
内
） 

 

平
成
２８
年
度
国
民
健
康
保
険
税
 

納
税
通
知
書（
第
１
・
２
期
）を
 

５
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
 

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

 

                 
  実

施
期
間 

市
内
医
療
機
関
　 

　
６
月
１
日

〜
１０
月
３１
日

 

海
部
地
域
の
医
療
機
関
　 

　
６
月
１
日

〜
９
月
３０
日

 

対
象
・
検
査
内
容
・
自
己
負
担
金
等 

　
別
紙
「
保
存
版
」
健
康
診
査
一
覧
参
照 

受
診
券
送
付
時
期 

　
５
月
下
旬
に
対
象
者
の
方
へ
送
付
し
ま
す

(

一
部
の
方
は
、受
診
券
の
送
付
が
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す)

。 

注
意
　
が
ん
検
診
等
の
受
診
券
は
別
途
、健

康
推
進
課
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。 

受
診
方
法 

①
送
付
さ
れ
た
受
診
券
を
受
け
取
っ
た
ら
、

医
療
機
関
へ
予
約
を
す
る 

　（
実
施
医
療
機
関
は
、受
診
券
に
同
封
し
て

あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

②
受
診
券
の
問
診
票
欄
等
を
記
入
す
る 

③
受
診
券
と
保
険
証
を
持
っ
て
、医
療
機
関

で
受
診
す
る 

④
後
日
、受
診
し
た
医
療
機
関
で
結
果
を
聞

く 

注
意
事
項 

津
島
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
で
、受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、お
勤
め

先
や
ご
加
入
の
健
康
保
険
等
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、年
度
の
途
中（
実
施
期
間
中
）に
他

の
健
康
保
険
等
か
ら
津
島
市
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
、後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
た
方

で
、今
年
度
ま
だ
同
様
の
健
診
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
施
設
入
所
者
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
）。
　

　
受
診
券
の
再
交
付
・
健
康
診
査
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、保
険
年
金
課
へ
。 

      
   

受
診
結
果
の
情
報
提
供
の
お
願
い 

津
島
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
方
で
、

平
成
２８
年
度
中
に
人
間
ド
ッ
ク
や
職
場
で
の

健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、受
診
結
果

を
津
島
市
へ
ご
提
供
い
た
だ
く
こ
と
で
、健
康

状
態
に
応
じ
、対
象
の
方
へ
生
活
改
善
の
ア
ド

バ
イ
ス
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
健
康
管
理
の
た
め
に
も
、受
診
結
果
の
情

報
提
供
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
９ 
      

通
知
書
の
内
容
は
、仮
算
定
で
前
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
の
１０
分
の
２
を
概
算
で
お

支
払
い
い
た
だ
く
も
の
で
す（
平
成
２７
年
度

途
中
加
入
の
方
も
同
様
で
す
）。 

 

納
付
期
限
　
第
１
期
　
５
月
３１
日

 

　
　
　
　
　
第
２
期
　
６
月
３０
日

 
 

７
月
中
旬
に
は
、今
年
度
の
確
定
し
た
精

算
分
の
納
税
通
知
書（
第
３
〜
１０
期
）を
送
付

し
ま
す
。
平
成
２８
年
４
月
１
日
以
降
に
新
規

加
入
さ
れ
た
世
帯
の
納
税
通
知
書
も
７
月
に

送
付
し
ま
す
。 

な
お
、全
額
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

全
て
の
納
付
書
を
ご
持
参
の
う
え
、全
額
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

保
険
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
で
き
ま
す
。た
だ
し
、納
期
限
を
過
ぎ
た
り
、

納
付
書
を
汚
し
た
り
す
る
と
ご
利
用
に
な
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

保
険
税
納
付
は
口
座
振
替
で
!! 

口
座
振
替
は
一
度
の
手
続
き
で
済
み
、金

融
機
関
等
に
納
め
に
行
く
必
要
が
な
く
仕
事

な
ど
で
忙
し
い
方
に
大
変
便
利
で
す
。
市
役

所
の
窓
口
で
の
手
続
き
で
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
オ
ン
ラ
イ
ン
端
末
で
読
み
取
り
、暗
証

番
号
を
入
力
す
れ
ば
、そ
の
場
で
申
し
込
み

が
完
了
し
ま
す（
一
部
利
用
で
き
な
い
金
融

機
関
が
あ
り
ま
す
）。 

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
５
〜
２
１
２
９ 

  

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、年
に
４
回
、選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資
格
の
あ
る
方
を
調

査
し
、登
録
し
て
い
ま
す
。
今
回
６
月
２
日
に

新
た
に
登
録
さ
れ
る
方
は
、満
２０
歳
以
上
の

方（
平
成
８
年
６
月
２
日
以
前
の
出
生
者
）で
、

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
平
成
２８
年
３
月
１

日
以
前
に
転
入
さ
れ
た
方
）で
す
。 

今
回
の
登
録
に
関
し
、次
の
と
お
り
選
挙

人
名
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

期
間
　
６
月
３
日

〜
７
日

 

　
　
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時 

※
市
役
所
閉
庁
日
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
選
挙
管
理
委
員
会（
市
役
所
３
階
総

務
課
庶
務
Ｇ
）内
線
２
３
５
１ 
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事
業
者
が
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
者
で

あ
る
場
合
、地
方
税
法
及
び
各
市
町
村
の
条

例
の
規
定
に
よ
り
、特
別
徴
収
義
務
者
と
し

て
従
業
員
の
毎
月
の
給
与
か
ら
個
人
市
・
県

民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

市
で
は
、法
令
等
の
規
定
に
基
づ
い
て
、原

則
と
し
て
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
し
、特

別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

事
業
主
の
方
々
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
方 

前
年
中
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け
、か
つ

当
年
の
４
月
１
日
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
す
べ
て
の
従
業
員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
も
含
む
） 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
方 

・
退
職
者（
退
職
予
定
者
を
含
む
） 

・
二
つ
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
、他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収
が
行

わ
れ
て
い
る
方 

・
毎
月
の
給
与
支
給
額
が
少
な
く
、個
人
市

県
民
税
を
特
別
徴
収
し
き
れ
な
い
方 

・
給
与
が
毎
月
支
給
さ
れ
て
い
な
い（
不
定

期
な
）方 

問
合
　
税
務
課
市
民
税
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４ 

  

平
成
２８
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
の

発
送
日
は
、５
月
６
日

で
す
。 

平
成
２６
・
２７
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、平
成

２８
年
度
か
ら
税
率
が
変
更
と
な
る
車
両
が
あ

り
ま
す
。 

税
率
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、平
成
２８
年
３
月

号
「
市
政
の
ひ
ろ
ば
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

納
税
通
知
書
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
税
務
課
市
民
税
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
０
１
〜
２
２
０
４ 

          

生
活
支
援
相
談
窓
口
は
、市
役
所
１
階（
宿

直
室
隣
り
）に
て
開
設
し
て
い
ま
す
。 

生
活
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
や
将
来
に
つ

い
て
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
に
ど
の
よ
う

な
解
決
方
法
が
あ
る
か
一
緒
に
考
え
安
心
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
困
っ
て
い
る
こ
と
を
何
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
内
容
に
よ
っ
て
は
専
門
的
な
機

関
を
紹
介
し
ま
す
。
市
役
所
の
ど
の
窓
口
へ

手
続
き
に
行
っ
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
時

で
も
、ご
案
内
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、家
族
や
周
囲
の
人
か
ら
の

ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

問
合
　
生
活
支
援
相
談
窓
口 

　
　
　
内
線
２
１
３
６ 

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
 

生
活
支
援
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

個
人
市
・
県
民
税（
個
人
住
民
税
） 

の
特
別
徴
収
推
進
に
つ
い
て
 

歴
史
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

小
路
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
策
定
部
 

求
む
！
小
路
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
策
定
部
員
 

※歴史・文化ゾーン…緑線内地域 

　
 m
a
c
h
i@
c
ity.ts

u
s
h
im
a
.lg
.jp

   
市
で
は
、歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン（
津
島
駅
西

地
域
）に
あ
る
歴
史
や
文
化
資
産
な
ど
地

域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
・
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
厚

志
を
積
み
立
て
る
た
め
、「
歴
史
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
基
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。 

基
金
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、市
役

所
３
階
企
画
政
策
課
へ
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

問
合
　
企
画
政
策
課
歴
史
・
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
Ｇ
内
線
２
３
３
３
・
２
３
３
４ 

　
　
２４
ー

１
７
９
１ 

  
  

市
で
は
、歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン（
津

島
駅
西
地
域
）に
あ
る
魅
力
あ
る

地
域
資
源
や
小
路
を
楽
し
く
巡

る
マ
ッ
プ
を
検
討
す
る
た
め
、小

路
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
策
定
部
を
開
催

し
ま
す
。 

ま
た
、小
路
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
策

定
部
の
部
員
と
し
て
、津
島
の
ま

ち
が
大
好
き
な
方
、ま
ち
の
歴
史

に
詳
し
い
方
、ま
ち
の
魅
力
を
再

発
見
し
た
い
方
な
ど
、小
路
め
ぐ

り
マ
ッ
プ
の
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

日
時
　
５
月
２８
日

 

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時 

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

内
容
　
小
路
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
策
定
部
は
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ち
歩
き
を
し
て
、ま
ち
の

魅
力
や
小
路
の
楽
し
さ
を
再
発
見
し
な
が

ら
、散
策
ル
ー
ト
を
検
討
し
ま
す
。
出
来
上

が
っ
た
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
行
い
、参
加
者
の
意
見
を
聞
い
て
、小
路

め
ぐ
り
マ
ッ
プ
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。 

対
象
　
小
路
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
の
作
成
に
興
味

の
あ
る
方
で
、マ
ッ
プ
作
成
の
た
め
の
会
合

（
土
曜
日
午
後
、複
数
回
開
催
予
定
）に
参

加
で
き
る
方 

申
込
　
当
日
会
場
受
付
ま
た
は
左
記
へ 

問
合
　
企
画
政
策
課
歴
史
・
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
Ｇ
　
内
線
２
３
３
３
・
２
３
３
４ 
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平
成
２８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
 

ー

活
動
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

  
 

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、平
成
２８
年
６

月
１
日
現
在
で
、平
成
２８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
ー

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

経
済
セ
ン
サ
ス-
活
動
調
査
は
、同
一
時
点

で
全
国
す
べ
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業

所
お
よ
び
企
業
の
経
済
活
動
の
状
況
を
全
国

的
・
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、国
が
行
う
調
査
の
中
で
も
特

に
重
要
か
つ
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。 

調
査
対
象 

　
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業 

調
査
方
法 

　
５
月
中
に
調
査
員
が
事
業
所
お
よ
び
企
業

に
伺
い
、調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。 

回
答
方
法（
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
） 

①
調
査
員
へ
直
接
調
査
票
を
提
出
す
る 

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
は
、簡
単
な
作

業
、２４
時
間
い
つ
で
も
対
応
可
能
な
ど
、メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
支
社
等
を
有
す
る
事
業
所
お
よ
び
企
業
に

つ
い
て
は
、国
が
契
約
す
る
民
間
事
業
者
を

通
じ
て
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。 

な
お
、回
答
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、統

計
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
ま
す
。 

皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回
答
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
　
企
画
政
策
課
行
政
経
営
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
３
２ 
 

こんなときは、必ず届け出を 

国 民 年 金 の 手 続 き に つ い て  
年金の被保険者の種類は、国民年金法の第７条第１項の第１号から第３号および同法附則の規定により次の４種類

に分けられます。 

退職・転職・結婚等の場合は変更の届け出が必要になります。また各種年金の請求もご本人の手続きが必要です。
各種届け出・請求は下の表を参考にしてください。 

問合　保険年金課医療・年金G（市役所１階）　内線２１２１･２１２２ 
　　　中村年金事務所（名古屋市中村区太閤１-１９-４６）　1０５２-４５３-７２００ 

第１号被保険者 
自営・農林漁業や学生、
無職の２０歳～６０歳の方 

第２号被保険者 
会社員や公務員の方 

第３号被保険者 
第２号被保険者に扶養さ
れている配偶者で、２０歳
～６０歳の方 

任意加入被保険者 
左記以外で国民年金に
加入を希望する方 

ど う す る  こ ん な と き  届 出 先  
国民年金に加入の手続きをする（被扶
養配偶者も同じ） 会社を退職したとき 市役所保険年金課 

第３号被保険者への種別変更の手続き
をする 

結婚や退職等で配偶者の扶養になった
とき 配偶者の勤務先 

第３号被保険者から第１号被保険者へ
の種別変更の手続きをする 

配偶者の扶養からはずれたとき（死亡・
離婚等） 市役所保険年金課 

国民年金への任意加入の制度がありま
す 

海外に滞在(日本国外に住んでいる日
本国籍のある方)するとき 市役所保険年金課 

国民年金に任意加入(満額までの期間また
は６５歳までの期間。なお、昭和４０年４月１日以
前生まれの方で６５歳時点でも年金受給資格の
得られない場合は、上限７０歳までで受給権を
満たす期間まで)ができます　　 

６０歳時点で年金受給資格(２５年)がない、
または受給資格はあるが、受け取る年
金額を満額に近づけたいとき　 

市役所保険年金課 

口座振替納付の申出書等を提出する 口座振替を開始・停止・変更するとき 口座振替希望の金融機関 

免除(全額・一部)の制度があります 保険料を納めるのが困難なとき 市役所保険年金課 

若年者納付猶予の制度があります 
３０歳未満（７月以降は５０歳未満に拡大予定）
の方で保険料を納めるのが困難なとき 市役所保険年金課 

学生納付特例の制度があります 学生で保険料を納めるのが困難なとき 市役所保険年金課 

納付案内書の再交付を依頼する 納付案内書を紛失したとき 中村年金事務所 

障害基礎年金の請求をする 
障がい者になったとき（障害基礎年金
の１級または２級程度） 

初診日が第１号被保険者→市役所保険年金課 
初診日が第３号被保険者→中村年金事務所 

老齢基礎年金の請求をする ６５歳になったとき 加入年金制度により請求先が異なります 

中村年金事務所・市役所に手続きの確
認をする 

国民年金加入中・受給中に死亡したと
き 

加入・受給年金制度により手続き先が
異なります 

「市政のひろば」つしま2016.5１６ 
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「
津
島
市
公
共
施
設
再
構
築
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、４
月
１
日
か
ら
神
守
公
民
館
が

神
守
小
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
な
り

ま
し
た
。 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設
と
し

て
、神
守
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
が
管
理
運
営
し
ま
す
。
利
用
方
法
の
詳
細

な
内
容
に
つ
い
て
は
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

問
合
　
神
守
小
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
1
２４
ー

６
１
４
０ 

    

子
ど
も
や
家
庭
、子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目

的
に
、毎
年
５
月
５
日
の
「
子
ど
も
の
日
」
か

ら
１
週
間
を「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。 

現
在
子
ど
も
を
取
り
巻
く
諸
問
題
は
多
く

提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
子
育
て
支
援
課
　
内
線
２
２
２
４ 

 
      

  

家
庭
ご
み
を
集
積
場
所
へ
持
ち
出
す
こ
と

が
困
難
な
世
帯
を
対
象
に
、週
１
回
、市
職
員

が
訪
問
し
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
に
は
、声
を

掛
け
て
、ご
み
を
収
集
し
ま
す
。 

対
象 

・
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
登
録
で
、要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
世
帯 

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
だ
け
の
世
帯 

対
象
ご
み
　
可
燃
ご
み
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
資
源
ご
み
・
有

害
ご
み 

申
込
　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
お
よ
び
該
当

す
る
手
帳（
写
し
可
）を
持
参
の
上
、高
齢

介
護
課
ま
た
は
、福
祉
課
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

そ
の
他
　
申
し
込
み
後
、世
帯
を
訪
問
調
査

し
、収
集
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。 

       

一
時
大
量
ご
み
の
排
出
に
つ
い
て 

引
越
し
や
草
刈
等
に
よ
り
、ご
家
庭
か
ら

一
時
的
に
、大
量
の
ご
み
が
排
出
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

集
積
場
に
、一
度
に
大
量
の
ご
み
を
出
す
と
、

収
集
に
支
障
を
き
た
す
ば
か
り
か
、町
内
の

集
積
場
ト
ラ
ブ
ル
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
場
合
、一
度
に
出
す
の
で
は

な
く
数
回
に
分
け
て
出
し
て
い
た
だ
く
か
、

焼
却
施
設（
海
部
地
区
環
境
事
務
組
合
八
穂

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）へ
の
自
己
搬
入
を
お
願

い
し
ま
す
。 

集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て 

ご
み
集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
は
、必
ず
午
前

８
時
３０
分（
時
間
厳
守
）ま
で
に
集
積
場
に
ご

み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
分
別
が
間
違
っ
て
い
る
ご
み
は
、収
集
さ
れ

ま
せ
ん
。
出
さ
れ
た
方
は
、再
分
別
し
て
出

し
直
し
て
く
だ
さ
い
。 

   
     

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
収
集
に

つ
い
て
は
、使
い
切
り
穴
を
開
け
て
出
す
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

穴
を
開
け
て
い
な
い
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
を
排
出
す
る
と
、収
集
車
の
火
災
が

発
生
す
る
な
ど
非
常
に
危
険
で
す
。 

し
か
し
、各
ご
家
庭
に
は
ど
う
し
て
も
使

い
切
れ
な
い
、中
身
が
残
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
・

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
を
回
収
す
る
た
め
、６
月
、１１
月
の
有
害

ご
み
収
集
時
に
、専
用
の
カ
ゴ（
赤
色
）
を

用
意
し
そ
れ
ら
を
収
集
し
ま
す
。 

ま
た
、市
役
所
、神
守
支
所
、神
島
田
連

絡
所
、保
健
セ
ン
タ
ー
に
も
随
時
持
ち
込
め

る
よ
う
、専
用
の
カ
ゴ
を
６
月
か
ら
配
置
し

ま
す
。 

注
意
事
項 

　
通
常
の
資
源
ご
み
回
収
で
ス
プ
レ
ー
缶

等
を
出
す
場
合
は
、必
ず
使
い
切
り
穴
を

開
け
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い（
厳
守
）。 

   

当
セ
ン
タ
ー
は
、会
員
が
生
き
が
い
を
も
っ

て
働
く
こ
と
に
よ
り
健
康
を
維
持
し
、地
域

の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

市
内
在
住
６０
歳
以
上
の
健
康
で
、働
く
意

欲
が
あ
り
、家
族
の
同
意
が
あ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

※
入
会
説
明
会(

月
一
回)

に
参
加
し
て
、セ
ン

タ
ー
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
気
軽

に
入
会
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

リ
サ
イ
ク
ル
事
業(

堆
肥) 

剪
定
作
業
で
出
た
枝
葉
を
粉
砕
し
て
、鶏

糞
と
と
も
に
発
酵
さ
せ
た
有
機
肥
料
を
有
料

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、直
接
ま

た
は
電
話
で
左
記
へ
。 

問
合
　（
公
社
）津
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　 

　
1
２６
ー

８
４
４
８ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
 

中
身
が
入
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
・
 

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
排
出
に
つ
い
て
 

一
時
大
量
ご
み
の
排
出
に
つ
い
て
の
お
願
い
 

ふ
れ
あ
い
収
集
 

清
掃
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

問
合
　
1
２６
ー

４
２
２
８ 

５
月
５
日（
木
・
祝
）〜
１１
日

児
童
福
祉
週
間
 

１７ 

市役所　124-1111お知らせ 
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